
浅間高原のフィールド活かして『自由研究 in あさま』レポート

主催： 群馬大学教養学部　早川由紀夫研究室

駿河台大学文化情報学部　野村正弘研究室

　　　 　　NPO 法人 あさま北軽スタイル

協力： SweetGrass(パイオニア福嶋)、フラックス トーン

日時：2009 年 8 月 9 日（日）~8月 13日（木）

場所：浅間牧場　ビジターセンター

目的：『浅間牧場を訪れた児童を対象に夏休みの「自由研究」をサポートする』

⇒学生が大勢の児童を対象に興味を持たせ、また理解させることができるか教育自習を行うと共に、浅間牧場を訪れ

た観光客に火山である浅間山の魅力を伝える。

内容： コーラを使用した噴火シミュレーション

使い捨て弁当パックの蓋を利用した立体的等高線図作り

携帯を使った浅間北麓観察ガイド（開発の関係上実施できず）

あさま山の説明パネルと溶岩の展示



「コーラを使って火山シミュレーション」

炭酸をマグマに例えて、「なぜ、噴火がおこるの」かをシミューレーションした。

天候の関係もあり、11時 30分~15時 30分の間で 3回から 5回実験を行った。

【実験方法】

ペットボトルのキャップに数ミリの穴を開け，メントスに

つないだ糸を通しておく。

再度ふたをし（この時点ではメントスはキャップの裏にく

っついており、液体に触れてない状態），糸を離してメント

スを落とすと炭酸が勢いよく噴出する。

【自由研究として】

キャップに開けた穴の大きさ、コーラの量、投入するメントスの量を各回ごとに変えて、継続時間・噴射する距離に

どのような違いがあるかを計測した。

ご本人目の前に実験開始！！

⇒天気に恵まれず、なかなか姿を表さなかったが，

最後の二日間見事な勇姿を見せてくれた。

まずは図を使って噴火の仕組みを説明。

⇒マグマが含んでいる水が水蒸気爆発を起こすことによって、噴火する仕組みをお湯が沸いた時の現象などの身近な

例で判りやすく説明。同じように炭酸をマグマ中の水に例え，今回の実験で噴火の起こる様子が再現できることを説

明。



まずは学生が 1.5 リットルのコーラで実験

次に子供が 2.0 リットルのコーラで実験に挑戦

すべての実験を通してデータベースを作成

⇒天候、気温も条件に入れ，実験条件を変えること

によって，結果がどのようになるかデータベースを

作成し、自由研究を促した。

【感想】参加者の年齢層の幅が広かったため理解が懸念されたが、派手な噴出のパフォーマンスのおかげか楽しみな

がら実験の意味を理解してくれたように思う。最初は緊張していた学生も回を重ねるごとに慣れていき、子供たちと

のコミュニケーションも行われるようになったが、残念ながら浅間山に対して興味を持たせるまでには至らなかった。



「使い捨て弁当パックの蓋を利用した立体的等高線図作り」

透明の弁当パックの蓋を使用し，グラデーションで

見せるのではなく立体的に地形が見える等高線図づ

くりを教えた。

制作キッドを 200 円で販売。作り方説明書付きなので、

持ち帰ってもできるようにした。

【作成方法】

平面に描かれた白地図の等高線を 1本づつ色分けしていく。

それをベースに使い捨ての弁当パックの蓋 1枚に対し 1本

の等高線を描いていく。

それを低い順から高い順に重ねると立体の地形図が表れる。

【自由研究として】

今回、浅間山以外にも富士山、ハワイなどの火山地形を

用意し、各地形を比較できるようにした。同時に、やり方

を覚えればいろいろな地域に適応できることを教えた。

それでは作業開始！！

みんな作業に夢中。脇目も振らず、集中しています。



もうすぐ完成。ドキドキの瞬間！

違う地域を作成し、全種類揃える家族も

自然の中での自由研究。

旅の思い出と宿題、一石二鳥？

【感想】完成度の高い作品の割にはとっても手軽にできるので、小学生低学年でも学生の指導のもと、きれいに作る

ことができた。また、大人も仕上がりに満足し家族で参加するケースが多かったのはいい結果と言っていいだろう。

この自由研究は手軽にできるわりには完成した時に感激に似た感動をするので、たくさんの等高線図を作った子ども

や難易度の高い図に家族に手伝ってもらいながら挑戦する子もいたと思わせる良い研究だった。

今後について

今回のイベントは、浅間高原（浅間牧場）に、浅間の山や自然の魅力を知ってもらう場を作りたいとの想いから、群

馬大学の早川先生と相談して実現しました。恒常的に受け入れられる場所も大事ですが、魅力的な内容や人々が触れ

合うこともできるイベントのスタイルには、浅間高原の魅力を伝える上でも大きな可能性を感じました。

早川先生、野村先生（駿河台大学）とも来年の開催を決めました。今後、さらに多くの機会を提供するため当 NPO で

は、多くの方々や組織、企業とも連携をとりつつ進めていきます。
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